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〔基準〕 a：上回って（前倒しで）達成  b：達成  ｃ：概ね達成  ｄ：未達成

Ｈ３０～Ｒ１の達成度 b
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〔基準〕 a：上回って（前倒しで）達成  b：達成  ｃ：概ね達成  ｄ：未達成

令和元・2年度では、新型コロナウイルスの影響があり、認知症サポーター養成講座の開催数が激減し、サ
ポータ養成数も大きく減っている。しかしながら、新型コロナウイルスの影響が大きくありながらも、達成率９
２％と一定評価できる達成率となっている。

〔基準〕 Ｓ：優良　Ａ：良好　Ｂ：普通　Ｃ：不良

c 〔基準〕 a：上回って（前倒しで）達成  b：達成  ｃ：概ね達成  ｄ：未達成

Ｈ３０～Ｒ２の達成度 c 〔基準〕 a：上回って（前倒しで）達成  b：達成  ｃ：概ね達成  ｄ：未達成
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今後はオンラインでの開催を含め、新型コロナウイルスの影響下でも実施できるよう検討していく。

Ｒ１

〔基準〕 a：上回って（前倒しで）達成  b：達成  ｃ：概ね達成  ｄ：未達成Ｈ３０の達成度
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Ｈ３０

Ｒ１

認知症について正しく理解し、あたたかく見守る認知症サポーターを養成し、安心して住み続けるまちづく
りをめざします。年間約９，０００人の養成を目途に小学生等も含めた対象の拡充、サポーターの地域での
活動を積極的に推進します。

Ｈ３０

Ｒ２

認知症サポーター養成講座の開催・開催支援や、養成講座の講師となる「キャラバン・メイト」の養成、小学
校等を対象とした「キッズ・サポーター養成講座」の推進など、各種取組を継続して実施。
市内の認知症サポーター養成数　66,560人（累計：平成31年3月末時点）

認知症サポーター養成講座の開催・開催支援や、養成講座の講師となる「キャラバン・メイト」の養成、小学
校等を対象とした「キッズ・サポーター養成講座」の推進など、各種取組を継続して実施。
市内の認知症サポーター養成数　75,032人　（累計：令和2年3月末時点）

Ｒ２

市内の累計サポーター養成数　６５，３００人

市内の累計サポーター養成数　７４，６００人

- 百万円 -

市内の累計サポーター養成数　８４，０００人(人口の１０％）

評価

百万円

Ｒ２の達成度

認知症サポーター養成講座の開催・開催支援や、養成講座の講師となる「キャラバン・メイト」の養成、小学
校等を対象とした「キッズ・サポーター養成講座」の推進など、各種取組を継続して実施。
市内の認知症サポーター養成数　77,623人（累計：令和3年3月末時点）
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1-2-8 取組項目名 認知症サポーターの養成による地域活動の推進


